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永
平
寺
天
井
絵
飾
り
金
物
完
成 

 

沼
津
本
郷
町
か
ら
門
池
に
お
寺
を
移
転
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
早
い
も
の
で
十
八
年
に
な
り
ま
す
。 

本
堂
建
設
に
あ
た
り
、
千
葉
県
茂
原
市
の
実
相
寺
様
の
元

本
堂
を
解
体
移
築
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
寺
に
は

格
天
井
（
ご
う
て
ん
じ
ょ
う
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
使

用
不
能
の
た
め
、
何
か
新
し
い
も
の
を
と
考
え
て
い
た
時
、

思
い
つ
い
た
の
が
大
本
山
永
平
寺
傘
松
閣
の
天
井
絵
で
し

た
。
昭
和
五
年
、
永
平
寺
か
ら
全
国
の
著
名
な
画
家
さ
ん
百

四
十
四
人
に
依
頼
し
花
鳥
画
を
中
心
に
描
か
れ
た
も
の
で

す
。 お

り
し
も
永
平
寺
開
創
六
百
五
十
年
に
当
た
る
五
十
年

に
一
度
の
難
値
難
遇
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
し
た
。 

永
平
寺
の
天
井
絵
を
見
ま
す
と
二
重
の
格
天
井
よ
り
な

り
金
箔
の
金
具
が
施
さ
れ
、
よ
り
豪
華
な
も
の
で
す
。 

当
時
、
お
寺
の
本
堂
を
建
て
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
金
具

を
施
す
予
算
も
な
く
あ
き
ら
め
て
お
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
先
ご
ろ
故
人
と
な
ら
れ
た
宮
坂
和
廣
様
が
生

前
中
「
和
尚
さ
ん
、
何
か
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
ご
寄
付

し
た
い
け
れ
ど
、
何
か
考
え
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
お
申
し

出
が
あ
り
、
当
時
の
事
情
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
即
刻
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
代 

の
久
保
田
孝
広
様
、
西
島
等
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
立

派
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

三
明
寺
の
本
堂
は
天
井
が
高
い
の
で
、
足
場
づ
く
り
か
ら

は
じ
め
ま
す
。
四
日
間
、
職
人
さ
ん
の
工
事
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
天
井
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
の
釘
打
ち

で
す
。
枚
数
も
多
い
の
で
大
変
な
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

や
は
り
と
て
も
残
念
な
こ
と
は
、
宮
坂
様
が
そ
の
完
成
し

た
天
井
絵
を
見
ず
し
て
他
界
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

先
日
、
四
十
九
日
の
ご
法
要
の
折
、
ご
参
列
の
皆
さ
ま
に
は

ご
覧
頂
き
ま
し
た
が
、
ご
一
同
様
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

こ
と
が
、
な
に
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
天
井
絵
は
ほ
と
ん
ど
の
絵
画
が
花
鳥
絵
だ
と
申
し

ま
し
た
が
、
実
は
五
枚
だ
け
他
の
も
の
が
描
か
れ
て
お
り
ま

す
。
口
を
開
け
て
い
る
青
い
唐
獅
子
と
口
を
閉
じ
て
い
る
白

い
唐
獅
子
、
白
色
の
２
匹
の
鯉
と
黒
色
の
鯉
、
そ
れ
か
ら 

リ
ス
の
絵
で
す
。
大
変
珍
し
い
と
の
こ
と
で
、
五
枚
探
す
こ

と
が
で
き
る
と
願
い
が
叶
う
と
か
幸
運
を
よ
ぶ
と
話
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
永
平
寺
を
参
拝
さ
れ
た
方
の
S

N

S
に
あ
り
ま
し
た
。 

三
明
寺
の
天
井
絵
の
中
に
も
も
ち
ろ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
お
参
り
い
た
だ
き
、
楽
し
み
な
が
ら
願
い
が
叶
え
た

ら
さ
ぞ
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。 

昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
ご
朱
印
集
め
の
方
が
遠
方
よ

り
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
す
。
そ
の
折
に
、
ご
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

 

         

 

        
 
 
 
 
 

 

   

 [文書の重要

な部分を引用

して読者の注

意を引いた

り、このスペ

ースを使って

注目ポイント

を強調したり

しましょう。

年末年始号 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

十
二
月 

 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
斉
藤
家
・
田
代
家
ご
法
事 

 

5
日 

○
岩
﨑
・
仁
科
・
加
藤
家
ご
法
事 

6
日 

○
道
了
講  

 
 

8
日 

○
小
梢
・
渡
辺
家
ご
法
事 

 

12
日 

○
清
水
・
江
藤
・
渡
辺
家
ご
法
事 

13
日 

○
渡
辺
・
加
藤
・
福
田
家
ご
法
事 

19
日 

○
地
蔵
講  

 
 

22
日 

○
伊
藤
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

31
日
23
時
30
分 

一
月 

 

○
元
旦
初
祈
祷 

 
 

 

1
日
0
時 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 

 

1
～
3
日 

○
道
了
講  

 
 

5
日 

○
酒
井
家
ご
法
事 

 
 

9
日 

○
渋
谷
・
井
上
家
ご
法
事 

 

10
日 

○
三
田
・
田
中
家
ご
法
事 

 

17
日 

○
地
蔵
講  

 
 

19
日 

○
山
門
大
般
若
祈
祷
会 

 

31
日 

              

二
月 

○
道
了
講  

 
 

2
日 

○
小
澤
・
水
口
家
ご
法
事 

 
 

6
日 

○
地
蔵
講  

 
 

16
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

休
講  

【
お
知
ら
せ
】 

□
も
ち
つ
き
、
し
め
な
わ
作
り
、
鎮
火
祭
等
の
飲
食
を
伴
う

行
事
は
中
止
と
し
ま
す 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

□
三
島
法
話
カ
フ
ェ 

茶
房 

欅 

２
月
19
日
18
時 

   
 
 

  
 

          

 

 

       

□
ご
朱
印
帳 

好
評
で
す 

天
竜
杉
で
作
ら
れ
た
三
明
寺
の
御
朱
印
帳 

本
尊
酒
か
す
地
蔵
尊
と
不
動
明
王
の
二
種
あ
り
ま
す 

 

【
後
記
】 

 

十
二
月
八
日
は
成
道
会 

お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
か

れ
た
事
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。
曹
洞
宗
で
は
一
日
か
ら

八
日
ま
で
の
期
間
「
摂
心
会
」
と
い
う
集
中
的
な
坐
禅
修

行
が
各
地
の
修
行
道
場
で
行
わ
れ
ま
す
。 

【
ち
び
た
け
ク
ン
解
説
】 

達
磨
さ
ん
は
中
国
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
人
で
す
。 

師
の
般
若
多
羅
尊
者
の
命
に
よ
り
、
東
方
に
正
し
い
仏
法

を
伝
え
、
中
国
で
禅
宗
の
開
祖
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、 

禅
は
五
家
七
宗
と
盛
ん
に
な
り
今
に
至
り
ま
す
。 

      

令
和
二
年
十
二
月
一
日 

第
七
十
七
号 

発

行 

曹
洞
宗 

愛
鷹
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集 
     

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://www.sanmyouji.com
 

メ
ー
ル 

info@sanmyouji.com
 

年
末
鎮
火
祭
と
節
分
祈
祷
法
要
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
屋
外
で
の
お
炊
き
上
げ
・
年
越
し
そ

ば
・
豆
ま
き･

千
人
鍋
・
御
輿
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
本
堂

内
で
の
祈
祷
法
要
は
例
年
通
り
お
勤
め
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
疫
病
退
散･

家
内
安
全
な
ど
御
祈
願
致
し
ま
す
。 

参
拝
に
は
各
自
の
対
応
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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格天井(ごうてんじょう)とは？ 

碁盤目に組んだ角材の上に裏板を張った天井 

中央部を一段高くした格式高い重厚なつくりで

将軍や大名の部屋に採り入れられる。 

寺院でも大切な仏像をお祀りする本堂などに用

いられ、仏画が描かれる様式もみられる。 

 

 

リス 

口を閉じている白い唐獅子 

黒い鯉 ２匹の白い鯉 

永平寺傘松閣の天井 

 

 

口を開けている黒い唐獅子 
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写経会  一文字一文字気持ちを込めて般若心経を写します 

 

彼岸会ペット供養 9/20  密集を避けるため時間を分けて開催しました  

印章供養祭 10/4  公官庁での印は省略されるとはいえ印章は個人を表す日本の文化ですね 

 

秋彼岸の供養会 9/20  亡くなられた方々を偲びます   

 


